
2005年はどんな年に？

「土地の神の声を聴け」が金科玉条

普遍性のある飽きのこないデザインで
お客様の心のひだに入ってくるようなものを
今後もつくり続けていきたいですね。
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いえないのが実状です。将来的に人口が減るに伴い、こうし
た醜い街は終にはゴーストタウンとなりかねません。ですが、
バラバラなイメージのこうした既存タウンでも、せめて道路
際にでも、統一感のある色・リズム・連動性を創出すれば、
その街並み価値はぐんと高まるでしょう。
街も豊か、心も豊か! そうなってこそ、優れた「土地ブランド」
が生まれるのです。家づくり、街づくりのなかで、「本当の
豊かさ」を求める!そこに、私たちの出番があり広い舞台があ
ります。そこで、存分に、私たちエクステリア関係者は、本
領を発揮しなければなりません。個々の住まいと暮らしの「外
部空間」は勿論、さらには街全体の「外部空間」をも、より
快適に! より美しく! する。そして、その空間が人と街のコミュ
ニケーション空間であることを重視し、その啓蒙と具現化に
努めなければなりません。それが、当代のニーズなのです。
私たちは、そのニーズに応えて「庭」が本来的に持っている「住
空間」としての役割と機能を重視し、それにもとづく様々な
提案と最適な商品・商材を提供し、また、それらを広く普及・
根付かせ、やがてそのソフト・ハードを共に産業としてしっ
かり確立していく覚悟です。そして常に現場からのフィードバッ
クと遅滞ないレスポンスをいっそう心掛けて参ります。　　
　　
本年、私たちは、このようなコンセプトにもとづいて各種の
商材・商品作りに励む所存であります。来る4月、春の新商品
展示会にご期待下さい。

いま、時代は本当の豊かさを求めています。
エクステリア業界の役割は非常に大きく、期待も大きい。
次代の住空間・街並み空間の担い手として、誇りある業界と
して地位を高めてまいりましょう。販売工務店様とともに、
夢に向かって共に歩みましょう！
チャンスは多く！舞台は広い！

ご承知のように、清水寺貫主（京都）は恒例として当年を表
す漢字一文字を年末に書くのですが、昨年（2004年）の一文
字は、墨跡が黒い涙のようにしたたりおちる「災」の一文字
でした。確かに昨年は、史上希に見る猛烈な暴風雨が10度も
襲来・上陸して全国各地に大災害をたらしましたし、新潟中
越地震の発生は、人も、住居も、道路も、鉄道も、山も川も
森もずたずたに切り裂きました。自然が、いや地球そのものが、
牙をむいた!?そんな印象の一年でしたが、これは、人々が、
これまであまりに安易に性急に「文明」を追い求めてきた「そ
の代償」ではないでしょうか?「文明」は、本来「豊さ」をも
たらすはずのものです。本当の「豊さ」とは、どういうものか?、
いまこそ深く自問・自省しなければなリません。
いまみたいにスピードや効率、マスプロダクションが万能・
優先ではなかったころ、人々は、ゆっくり時間をかけ、巧み
に自然と共生・調和しながら、住まいをつくり、街を創って
きました。反面、高度成長期、各地に急激に拡大した「タウン」
は、ひとつの「街」でありながら、その実状は、「建物・箱物」
が雑多に込み合い、「街」としての景観はいまでは決して美
しいものとはいえません。個々の庭や塀、エクステリアも不
備なら、美しい街並みづくりへの配慮が施されたとは、とても

新しい住空間・街空間 !  本当の豊かさを求めて

対談後記

注：清水寺貫主（京都）は、あの「災」の一字を黒々と書き上げたあと、 
「転禍為福」と付説して、人々を励ましました。  
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